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【背景と目的】
フォードストレス反応性不眠検査（Ford Insomnia Response to Stress Test：FIRST）は，不眠発
症の脆弱因子として考えられている睡眠反応性を測定する自記式質問紙である。睡眠反応性
とは，各個人が想定されるストレス条件下で，どの程度眠りにくくなるかという傾向（例：
日中にストレスを感じる出来事を体験した後，その日の夜にどの程度眠りにくくなるか）を
示すものである。睡眠反応性が高い者では，睡眠反応性が低い者と比べ，客観的不眠症状が
高いことが明らかにされている。しかしながら，①日本語版 FIRST の妥当性，②睡眠反応性
と主観的不眠症状との関連，③不眠患者と健常者における睡眠反応性の違いは明らかでない。
そのため，本研究では上記 3点の検討を行った。
【方法】
 不眠症患者 171名（患者群）と健常者 161名（健常群）を対象に，日本語版 FIRST，日本語
版ピッツバーグ睡眠質問票，日本語版アテネ不眠尺度，日本語版状態・特性不安検査の特性
不安因子を配布し，回答を求めた。日本語版 FIRST は翻訳-逆翻訳の手続きを用いて日本語
版の作成を行った。分析は，患者群及び健常群をそれぞれ健常群の中央値で 2 群に分割し，
各群の平均値の比較と因子分析，相関分析，内的整合性（クロンバックのα）を用いた。
【結果】
 患者群及び健常群のクロンバックのα係数はそれぞれ 0.89と 0.87であった。因子分析の結
果，両群において，項目 9を除き，因子負荷量が 0.4以上の基準を満たしていた。しかしなが
ら，項目 9 を除いた場合と含めた場合で不眠症状との相関係数が同等であることや尺度得点
の国際比較の観点から項目 9 は削除しなかった。健常群において，睡眠反応性が高い者は低
い者と比べ，不眠症状と特性不安が高かったが，患者群では特性不安のみ高い値を示した。
相関分析では，健常群において FIRST はその他の尺度すべてと正の相関を示したものの，不
眠群では特性不安のみと正の相関を示した。
【考察】
 原版 FIRSTと同様，日本語版 FIRSTも高い妥当性と信頼性を有する検査であることが明ら
かになった。また，健常者では睡眠反応性と不眠症状の関連が認められたものの，患者群で
は睡眠反応性との関連が認められなかったことから，睡眠反応性は不眠の脆弱因子である一
方，増悪因子ではない可能性が示唆された。
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